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基調講演「教養としてのクリエイティブ」
鼎談（小泉英明、山本ミッシェール、荒木邦成）
「脳科学、言葉、ものづくり―『使える教養』はどう育つか」
パネルディスカッション「役に立つ教養とは何か」

 11月9日（木）日時
2023年

第 2 回

特別講演会
教養教育センター

会場：渋谷スクランブルスクエア
渋谷キューズ
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渋谷QWS基調講演は、脳科学研究で著名な小泉英明先生による「教養としてのクリエイティブ」です。
生きるためには、脳の基本の構造を知り、学びたいという気持ち、すなわち意欲やパッションの根源を
知らなければなりません。そこから、ものづくりのための教養と倫理が始まります。
鼎談「脳科学、言葉、ものづくり――『使える教養』はどう育つか」では、山本ミッシェール先生、荒木先生を
交え、言語の用い方、ものづくりの現場の知見を交え、議論を深めていただきます。
最後のパネルディスカッションでは、クリエイティブであるために、役に立つ教養を活性化する要因を
探っていきたいと思います。

 13 : 30～17:10
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